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一
（
承
前　

三
）

巻
之
六
「
坊
淫
」
で
は
貞
潔
（castitas

）
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
「
貞
德
」
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明

さ
れ
て
い
る
。

貞
者
何
、
絕

慾
之
願
也
。
其
級
有
三
。
下
、
則
一
夫
一

0

0

0

婦0

之
貞

0

0

也
。

夫
婦
特
行
正
色
、
而
不
過
節
、
身
心
言
行
、
皆
絕
於
非
分
之
邪
欲
、

是
也
。
中
、
則

0

寡
之
貞

0

0

0

也
。
一
配
既

、
其
一
守
節
、
不
復
嫁
娶
、

向
後
、
身
心
言
行
、
并
無
正
欲
、
是
也
。
上
、
則
童
身
之
貞

0

0

0

0

也
。
從

生
迄
死
、
時
時
刻
刻
、
心
潔
于
色
願
、
形
淸
於
色
行
、
是
也
。
聖
經

列
其
功
報
曰
、
守
一
夫
一
婦
之
貞
者
。
其
報
如
種
一
而

三
十
、
守

寡
之
貞
者
、
其
報
如
種
一
而
收
六
十
、
守
童
身
之
貞
者
、
其
報
如

種
一
而

百
（
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
天
學
初
函
』『
七
克　

三
』
卷
之
六
、

十
五
葉
表
―
傍
点
、訳
者
注
。
以
下
、特
に
注
記
し
な
い
限
り
、同
じ
）。

「
貞
」
と
は
「
淫
慾
」
を
断
ち
切
る
願
い
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
。
こ

の
場
合
、「
淫
慾
」
と
は
、‘concupiscentia’

、
す
な
わ
ち
「
好
ま
し
い
対

象
へ
の
欲
求
、
特
に
性
的
な
事
柄
へ
の
欲
望
」（
浜
口
吉
隆
「
情
欲
」
研

究
社
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
三
巻
、
二
九
三
頁
）、「
反
省
や
自
由

意
志
に
基
づ
く
決
断
に
先
立
つ
生
来
の
性
向
」（
同
事
典
、
同
頁
）、「
倫

理
的
自
由
や
責
任
以
前
の
自
然
本
性
的
な
欲
求
」（
同
事
典
、
同
頁
）
を

指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
情
欲
か
ら
自
由
で
あ
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
三
種
類
の
貞

潔
の
德
が
成
立
す
る
。
第
一
は
「
一
夫
一
婦
之
貞
」、
す
な
わ
ち
夫
と
妻

の
配
偶
者
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
で
あ
る
と
こ
ろ
の ‘m

onogam
ia’

の
貞
潔
、

第
二
は
「
鰥
寡
之
貞
」、
す
な
わ
ち
配
偶
者
を
失
っ
た
後
に
再
婚
し
な
い

貞
潔
、
第
三
は
「
童
身
之
貞
」、
す
な
わ
ち
生
涯
独
身
を
貫
く ‘celibatus’ 

の
貞
潔
で
あ
る
。

翻
訳

ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
述
『
天
主
教
要
解
略
』
訳
注
（
十
六
）

主
な
る
神
様
の
十
戒
の
部
（
訳
者
補
足　

続
の
四
）

Ａ
・
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ　
述

葛　

谷　
　
　
　

登　
訳
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こ
れ
ら
三
者
は
第
一
に
「
童
身
之
貞
」、
第
二
に
「
鰥
寡
之
貞
」、
第
三

に
「
一
夫
一
婦
之
貞
」
と
序
列
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
鰥
寡
之
貞
」

は
結
婚
を
前
提
と
し
て
そ
れ
に
条
件
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、「
一

夫
一
婦
之
貞
」
の
上
に
「
童
身
之
貞
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

夫
向
色
之
心
、
與
我
生
倶
。
我
此
本
身
、
天
主
所
賜
以
育
子
孫
、
傳

生
人
類
。
天
主
所
爲
必
有
節
。
從
節
則
善
、
違
則
惡
矣
。
一
夫
一
婦
、

正
也
。
外
此
萬
狀
、
悉
邪
淫
。
若
心
樂
想
之
、
身
行
之
、
則
違
正
犯

罪
也
。
上
天
之
樂
不
得
、下
獄
之
苦
、不
免
焉
（
同
書
同
卷
、八
葉
表
）。

「
向
色
之
心
」
は
人
が
生
得
的
に
具
有
す
る
も
の
で
あ
り
、そ
れ
に
よ
っ

て
後
代
の
者
が
増
え
広
が
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
は
異
性
に
向
か
う

情
欲
（concupiscentia

）
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
情
欲
が
一
定

の
限
度
内
で
発
現
す
る
形
式
が
一
夫
一
婦
の
結
婚
制
度
で
あ
る
。
そ
れ
以

外
の
も
の
は
す
べ
て
正
し
く
な
い
形
式
で
あ
る
。
想
像
に
お
い
て
情
欲
の

充
足
を
代
替
す
る
行
為
（「
心
樂
想
之
、
身
行
之
」）
も
正
し
く
な
い
と
さ

れ
る
。

前
掲
浜
口
「
情
欲
」
に
よ
れ
ば
、「
情
欲
は
自
己
保
存
能
力
と
自
己
破

壊
的
欲
求
の
二
面
性
を
も
っ
て
い
る
。」（
同
事
典
、
同
頁
）
と
い
う
こ
と

か
ら
、「
自
己
保
存
能
力
」
を
「
自
己
破
壊
的
欲
求
」
に
よ
っ
て
害
わ
れ

な
い
形
で
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
目
的
に
適
合
す
る
の
が

一
夫
一
婦
制
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

蓋
乾
男
坤
女

0

0

0

0

、
是
爲
生
理

0

0

。
一
夫
一
婦
、
是
爲
人0

道0

。
淫
女
者
、
滅

人0

道0

、
罪
矣
。
淫
男
者
、
反
生
理

0

0

、
罪
中
之
罪
矣
。
女
淫
、
以
人
學

豕
、
男
淫
、
豕
所
不
爲
、
更
下
焉
（
同
書
同
卷
、
八
葉
裏
）。

こ
こ
に
あ
る
「
乾
男
坤
女
」
と
い
う
語
は
『
易
』
の
「
繫
辞
上
伝
」
の

中
の
「
天
尊
地
卑
、
乾
坤

0

0

定
矣
。
…
…
…
…
乾
道
成
男

0

0

0

0

、
坤
道
成
女

0

0

0

0

。
乾

知
大
始
、
坤
作
成
物
。
乾
以
易
知
、
坤
以
簡
能
。」（
王
弼
注
、
孔
潁
達
疏

『
周
易
正
義
』
卷
第
七
「
繫
辭
上
」〔「
十
三
經
注
疏　

整
理
本
」
第
一
冊
、

北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
〇
二
頁
、
三
〇
四
頁
〕）
と
い
う

箇
所
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
中
の
「
乾
道
成
男
、
坤
道
成
女
。」
と
い
う

文
が
凝
縮
す
る
よ
う
に
し
て
「
乾
男
坤
女
」
と
い
う
語
が
成
立
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
こ
の
語
は
一
夫
一
婦
の
制
度
が

『
昜
』
と
い
う
中
国
の
伝
統
思
想
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
示

そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

夫
が
配
偶
者
以
外
の
女
性
と
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
「
人
道
」
を
害
な

う
も
の
で
あ
る
。「
人
道
」
と
は
、『
漢
語
大
詞
典
』
第
一
巻
に
よ
れ
ば
語

義
と
し
て
第
一
に
「
為
人
之
道
。」（
一
〇
五
一
頁
）
が
掲
げ
ら
れ
、「
一

定
社
会
中
要
求
人
們
遵
循
的
道
徳
規
範
」（
同
頁
）
を
指
す
と
さ
れ
、
用

例
の
一
つ
に
『
易
』「
繫
辞
下
伝
」
の
中
の
「
易
之

書
也
、
廣
大
悉
備
、

有
天
道
焉
、有
人
道

0

0

焉
、有
地
道
焉
。」（
前
掲
『
周
易
正
義
』
卷
第
八
「
繫

辭
下
」〔
前
掲
「
十
三
經
注
疏　

整
理
本
」
第
一
冊
、
三
七
五
頁
〕）
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
（
大
詞
典
は
「
有
天
道
焉
、
有
人
道
焉
、」
の
部
分
の
み

を
記
す
）
の
で
、「
天
道
」、「
人
道
」、「
地
道
」
の
三
つ
の
「
道
」
の
一
つ
、

要
す
る
に
漠
然
と
人
と
し
て
の
道
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
語
義
と
し
て
第
二
に
「
猶
言
人
倫
。」（
同
頁
）
が
掲
げ
ら
れ
、「
社

会
的
倫
理
等
級
関
係
」（
同
頁
）
を
指
す
と
さ
れ
、用
例
の
一
つ
に
『
礼
記
』
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「
喪
服
小
記
」
の
中
の
「

、
尊
尊
、
長
長
、
男
女
之
有

、
人
道

0

0

之

大
者
也
。」（
鄭
玄
注
、
孔
穎
達
疏
『
禮
記
正
義
』
卷
第
三
十
二
「
喪
服
小

記
」
第
十
五
〔「
十
三
經
注
疏　

整
理
本
」
第
十
四
冊
、
一
一
二
六
頁
〕）

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
封
建
的
な
社
会
秩
序
と
解
す
る
こ
と
も
出
来

る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
夫
と
な
っ
た
者
が
男
性
と
関
係
す
る
こ
と
は
「
生
理
」
に
悖
る
も

の
で
あ
る
。「
生
理
」
は
多
義
的
で
よ
く
分
か
ら
な
い
語
で
あ
る
が
、『
漢

語
大
詞
典
』
第
七
巻
は
「
生
理
」
の
項
の
語
義
の
第
一
に
「
生
長
繁
殖
之

理
。」（
一
五
〇
六
頁
）
を
掲
げ
、
用
例
の
一
つ
と
し
て
徐
光
啓
『
農
政
全

書
』
巻
十
の
中
の
「『
農
書
・
天
時
之
宜
』
篇
、
云
‥
萬
物
因
時
受
氣
、

因
氣
發
生
。
時
至
氣
至
、
生
理

0

0

因
之
。」（『
農
政
全
書
』
巻
之
十
「
農
事
」

「
授
時
」〔
朱
維
錚
・
李
天
網
主
編
『
徐
光
啓
全
集
』（
陸
）、
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
八
四
頁
〕
と
い
う
箇
所
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
ま
ま
生
殖
繁
栄
の
道
理
と
解
し
て
み
た
い
。

要
す
る
に
、夫
は
妻
以
外
の
者
と
は
関
係
を
有
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

男
と
女
が
結
ば
れ
る
こ
と
が
生
殖
の
理
に
適
い
、
一
人
の
夫
と
一
人
の
妻

の
組
み
合
わ
せ
が
人
倫
に
即
し
た
在
り
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。『

七
克
』
は
夫
の
妻
と
の
関
係
に
つ
い
て
更
に
踏
み
込
ん
で
述
べ
る
。

經
云
、
行
淫
者
、
無
分
於
天
主
之
國
也
。
不
特
爾
也
。
夫0

婦0

之
欲

0

0

、

亦
有

0

0

節0

焉0

。
志
爲
生
子
、
行
不
過
當
、
則
正
。
志
爲
樂
、
邪
矣
（
前

掲
『
七
克
』
卷
之
六
、八
葉
表
裏
）。

夫
婦
間
の
関
係
は
子
を
得
る
た
め
に
一
定
の
秩
序
に
従
っ
て
保
た
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
快
楽
の
享
受
を
目
的
的
に
追
求
す
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。

或
曰
、
我
有
正
妻
、
弗
敢
外
淫

0

0

。
一
賢
者
謂
曰
爾
家
醸
、
不
可
酔
爾

乎
（
同
書
同
巻
、
八
葉
裏
）。

「
外
淫
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、『
漢
語
大
詞
典
』
第
三
卷
で
は
第
一
の

語
義
と
し
て
「
謂
散
逸
游
移
。」
と
記
し
、用
例
と
し
て
司
馬
相
如
の
「
長

門
賦
」
や
『
淮
南
子
』「
精
神
訓
」
な
ど
の
中
の
文
を
挙
げ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、「
長
門
賦
」
の
用
例
は
金
國
永
校
注
『
司
馬
相
如
集
校
注
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
で
は
「
登

臺
而
遙
望
兮
、
神
怳
怳
而

外
淫
」（
一
一
三
頁
）
と
あ
り
、
注
〔

0

0

 

 

0

0

0

0

 

0

0

0

 

0

 

一
五

0

0

〕
の
末
尾
の
部
分
に
「

 

0

0

0

0

0

0

0

 

外
淫
、

0

0

 

外
遊
。
神
恍
惚
而
外
遊
、
猶
言
失
魂
落
魄
。」（
一
一
五
頁
）
と
記
さ
れ
て

い
る
。
精
神
の
彷
徨
に
力
点
を
置
く
よ
う
な
語
義
は
こ
こ
で
は
あ
て
は
ま

ら
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
、「
外
淫
」
と
は
外
な
る
遊
廓
の
世
界
に
遊
ぶ

こ
と
と
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
こ
の
箇
所
は

未
婚
の
状
態
で
あ
っ
た
と
し
て
も
遊
廓
に
行
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と

を
暗
い
に
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
臆
測
の
域
を
出
な
い
。

夫
が
配
偶
者
と
一
定
の
秩
序
に
従
っ
て
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
人
間
の
特
異
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

鳥0

獸0

無
靈

0

0

、
而
情0

慾
有

0

0

節0

也
。
雌
雄
牝
牡
、
交
合
以
生
子
、
繁
育
種

類
、
故
特
用
正
色
。
不
論
蚩
妍
、
孳
尾
之
時
、
浹
歳
一
過
、
猶
爲
貞

潔
矣
。
獨
人
類

0

0

者
、
天
主
予
之
靈
心

0

0

0

0

0

0

、
付
之
理
銜

0

0

、
使
御
形
欲

0

0

。
合

義
則
縱
之
、
否
則
控
之
（
同
書
同
巻
、
四
葉
裏
）。



― 199 ―

ヴァニョーニ述『天主教要解略』訳注（十四）

（4）

動
物
に
は
「
霊
」
が
な
い
け
れ
ど
も
、「
情
欲
」
の
発
現
に
は
秩
序
が

あ
り
、
雌
雄
一
対
一
の
特
定
の
相
手
と
の
組
み
合
わ
せ
で
一
年
に
一
度
生

殖
活
動
を
営
む
。
他
方
、
人
間
の
場
合
は
神
が
「
理
銜
」
の
内
在
さ
れ
た

「
霊
心
」
を
与
え
る
。
人
間
は
こ
の
「
理
銜
」
に
よ
っ
て
「
形
欲
」
を
制

御
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
無
霊
」
の
「
霊
」
と
「
霊
心
」
は ‘anim

a’ 

を
、「
形
欲
」

は ‘concuspicentia’ 
を
、「
理
銜
」
は ‘ratio’ 

を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
か
（
―
「
霊
」
に
つ
い
て
上
智
大
学
神
学
部
教
授
山
岡
三
治
神

父
様
に
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、‘anim

a’ 

と
解
す
る
こ
と
に
ご
賛
同
い
た

だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
）。
た
だ
、
動
物
の
「
情
欲
」

に
つ
い
て
は
対
応
す
る
ラ
テ
ン
語
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
『
心
と
は
何
か
』（
桑
子
敏
雄
訳
）（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
九

年
）
第
二
巻
第
三
章
に
「
欲
求

0

0

と
は
欲
望

0

0

と
気
概
と
願
望
を
い
い
、」

（
八
十
三
頁
）
と
あ
る
。C

om
m

entarii C
ollegii C

onim
bricensis 

Societatis Iesu in tres libros de anim
a Aristotelis (K

öln 1609, G
eorg 

O
lm

s Verlag A
G

, 2013)

の
該
当
箇
所
は
、“nam

 appetitus, cupiditas 

est,.. ira, atque voluptas.”(liber

Ⅲ, caput 

Ⅱ, p.138)

（
下
線
、
訳
者
注
。

以
下
、
同
じ
）
と
な
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、「
欲
求
」
は‘appetitus’
に

「
欲
望
」
は‘cupiditas’

が
当
た
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、『
七
克
』
中
の
「
情
欲
」

は‘appetitus’

が
対
応
す
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

人
間
に
つ
い
て
同
様
の
記
述
が
「
婚
娶
正
議
」
の
箇
所
に
も
見
ら
れ
る
。

天
主
表
我
于
萬
物
之
上
、
賜
我
理
性

0

0

、
付
我
本
心
之
權
衡
、
令
自
能

伏
形
欲
、
循
善
、
避
惡
事
、
上
帝
建
攻
德
、
以
蒙
美
報
（
同
書
同
卷
、

二
十
一
葉
裏
〜
二
十
二
葉
表
―
印
刷
の
不
鮮
明
な
箇
所
は
前
掲
學
生

書
局
本『
天
學
初
函（
二
）』、一
〇
四
二
頁
―
一
〇
四
三
頁
に
拠
っ
た
）。

神
は
心
の
も
の
さ
し
と
し
て
人
に
「
理
性
」
を
与
え
、‘concuspicentia’

な
る
「
形
欲
」
を
抑
え
て
善
を
行
な
い
悪
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
し
た
。
こ
の
「
理
性
」
は
先
述
の
「
理
銜
」
と
同
じ
く ‘ratio’ 

を
指
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は ‘ratio’

の
漢
訳
語
と

し
て
使
用
さ
れ
た
「
理
性
」
の
濫
觴
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
形
欲
」
を
肉
体
の
欲
望
と
解
せ
ば
、‘ratio’ 

が
内
在
す
る ‘anim

a’ 

な

る
霊
魂
が
肉
体
と
ど
う
関
わ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
出
て
来
る
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

形0

軀0

者
、
人
之

0

0

0

分0

、
其
樂
、
鳥
獸
樂
也
。
靈
心

0

0

者
、
人
之

0

0

尊0

分0

、

類
天
之

0

0

0

神0

。
形
軀
行
汚
有
樂
、
而
靈
心
行
德
無
樂
乎
。
果
爾
、
是
明

使
人
淪
欲
厭
德
、
豈
上
帝
至
平
之
義
哉
（
同
書
同
卷
、
五
葉
裏
）。

冒
頭
の
「
形
軀
」
は ‘corpus’ 

の
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
普
通
「
体
」
と
訳
さ
れ
る ‘corpus’ 

は ‘anim
a’ 

の
下
に
位
置
す
る
。

と
い
う
の
も
、‘anim

a’ 

な
る
「
霊
心
」
は
「
類
天
之
神
」
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
「
類
天
之
神
」
は
「
神
の
似
像
」
と
訳
さ
れ
る
（
小
林
珍

雄『
キ
リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』東
京
堂
出
版
、六
十
五
頁
）と
こ
ろ
の ‘im

ago 

D
ei’ 

と
い
う
神
学
用
語
に
拠
っ
た
表
現
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

箇
所
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
思
わ
れ
る
も
の
が
五
葉
表
に
、「
鳴マ

マ

呼
、
爾
有

尊
貴
美
懿
之
靈
神

0

0

、
與
天
神
類
、
有
賤
微
鄙
陋
之
形
軀

0

0

、
與
地
獸
類
。
舍

彼
德
義
之
淸
樂
、
而
取
此
觸
罪
之
穢
娯
、
非
天
主
賜
爾
能
爲
天
神
、
而
爾

自
甘
爲
禽
獸
乎
。」
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
高
貴
な
る
「
霊
神
」、
す
な
わ
ち 
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‘anim
a’ 

と
卑
賤
な
る
「
形
軀
」、す
な
わ
ち ‘corpus’ 

が
対
比
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、「
與
天
神
類
」
の
部
分
を
後
ろ
の
「
非
天
主
賜
爾
能
爲
天
神
」
の

部
分
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
人
間
の‘anim

a’ 

は
天
使
的
存
在
の
も
の

と
同
じ
類
の
も
の
で
あ
る
ほ
ど
の
意
味
に
な
る
と
思
わ
れ
、「
類
天
之
神
」

を‘im
ago D

ei’ 
と
関
連
づ
け
る
の
は
難
し
い
よ
う
に
見
え
る
。

と
こ
ろ
で
、ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
三
位
一
体
論
』（
中
沢
宣
夫
訳
）（
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
）
第
十
五
巻
第
七
章
に
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の

人
間
は
、
そ
の
本
性
に
属
す
る
一
切
の
も
の
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
た
だ

0

0

精
神
に
よ
っ
て
の
み
神
の
似
像
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
一
つ
の
ペ
ル
ソ
ナ

で
あ
り
、精
神
に
お
い
て
三
位
一
体
の
似
像
な
の
で
あ
る
。」（
四
三
五
頁
）

と
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
ラ
テ
ン
語
の
原
文
は“Q

uapropter singulus 

quisque hom
o qui non secundum

 om
nia quae ad naturam

 pertinent 

eius sed secundum
 solam

 m
entem

 im
ago dei dicitur una persona est 

et im
ago est trinitatis in m

ente.”(A
ugustinus, D

e trinitate, libriX
V, 

R
eprint, B

repols, 1968, p.475)

と
な
っ
て
い
る
。「
魂
で
は
な
く
魂
に
お

0

0

0

い
て
卓
越
し
た
部
分

0

0

0

0

0

0

0

0

が
精
神
と
呼
ば
れ
る
」（
四
三
五
頁
）（“N

on igitur 

anim
a sed quod excellit in anim

a m
ens uocatur.”p.475

）
と
い
う
こ
と

を
考
え
合
わ
せ
る
と
、人
間
の‘anim

a’

は
本
質
的
に「
神
の
似
像
」（im

ago 

D
ei

）
で
あ
る
と
言
い
得
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
従
っ
て
『
七
克
』

の
文
章
が
「
霊
心
」、「
神
の
似
像
」
で
あ
る
と
明
示
し
て
い
る
と
は
言
い

き
れ
な
い
ま
で
も
、「
霊
心
」
を
「
神
の
似
像
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し

て
議
論
し
て
い
る
と
は
言
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

要
す
る
に
、
崇
高
な
る ‘anim

a’ 

と
い
う
霊
魂
が ‘ratio’ 

と
い
う
理
性
に

よ
っ
て
卑
賤
な
る ‘corpus’ 

と
い
う
肉
体
を
制
御
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
は
こ
れ
と
は
相
反
す
る
様
相
を
呈

す
る
。顧

自
倒
置
、
使
形
欲
反
御
而

0

0

0

0

0

爲0

主0

、
靈
心
服

0

0

0

從0

之0

。
嗟
夫
、
水
本
滅

火
、
火
猛
水
微
不
惟
不
滅
、
乃

其
熾
、
水
反
爲
薪
焉
。
靈
心
自
能

0

0

0

0

以
理
坊
淫

0

0

0

0

。
0

淫
深

0

0

、
駕
之
靈

0

0

0

神0

之
上
焉

0

0

0

。
則
此
心
之
聰
明
智
慧
、

悉
合
以
籌
策
其

行
惡
德
也
。
既
不
坊
淫
、
反

智
巧
淫
焉
、
如
鷙

鳥
愈
捷
、
愈
善
搏
矣
（
同
書
同
卷
、
四
葉
裏
〜
五
葉
表
―
印
刷
の
不

鮮
明
な
箇
所
は
前
掲
學
生
書
局
本
『
天
學
初
函
（
二
）』、
一
〇
〇
八

頁
―
一
〇
〇
九
頁
に
よ
っ
て
確
か
め
た
）。

‘anim
a’

（
霊
魂
）
な
る
「
霊
心
」
は
も
と
も
と‘ratio’

（
理
性
）
な
る
「
理
」

に
よ
っ
て‘concupiscentia’

（
情
欲
）
な
る
「
形
欲
」
を
制
御
す
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、「
形
欲
」
が
増
大
す
る
と
、「
霊
心
」
を

従
属
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
霊
心
」
は
肥
大
化
す
る
「
形
欲
」

を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
本
来
正
し
い

行
な
い
に
導
く
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
「
霊
心
」
が
そ
の
反
対
に
不
道
徳
な

「

行
悪
徳
」
の
実
現
に
向
け
て
働
く
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
原
罪
に
よ
り
「
本
性
的
欲
求
も
奔
放
と
な
り
、
理
性
も
悟
性
も

鈍
り
、自
由
意
志
も
弱
ま
り
罪
に
傾
く
も
の
と
な
っ
た
。」（
宮
川
俊
行
「
原

罪
」
研
究
社
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
二
卷
、
七
八
一
頁
〜
七
八
二

頁
）
と
さ
れ
る
状
態
が
「
…
…
人
祖
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
全
人
類
に
及
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
。」（
同
卷
、
七
八
二
頁
）
の
だ
け
れ
ど
も
、「
た
だ
し
人

間
性
が
完
全
に
破
滅
状
態
に
あ
る
と
は
い
え
ず
、
善
と
真
に
対
す
る
能
力
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も
あ
る
程
度
は
残
っ
て
い
る
。
意
志
は
真
の
善
を
選
ぶ
自
由
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。」（
同
卷
、
同
頁
）
と
い
う
人
間
の
道
徳
能
力
に

対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
の
見
方
に
依
拠
す
る
も
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
か
。

霊
魂
を
有
す
る
人
間
が
理
性
の
み
に
よ
っ
て
内
自
ら
の
欲
望
を
完
全
に

制
御
し
尽
く
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
原
罪
思
想

を
展
開
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
増
大
す
る
欲
望
の
前
に
理
性
が
無
力
化

し
こ
れ
に
屈
從
し
欲
望
の
充
足
に
手
立
て
を
尽
く
す
と
い
う
よ
う
な
人
間

の
道
徳
能
力
に
一
定
の
限
界
を
認
め
る
考
え
方
は
、
人
間
の
道
徳
能
力
に

全
幅
の
信
頼
を
置
き
つ
つ
も
、「
人
間
は
、
あ
る
い
は
人
心
は
『
天
理
・

人
欲
が
こ
も
ご
も
戦
っ
て
い
る
』と
こ
ろ
の
戦
場
と
な
る
」（
島
田
虔
次『
朱

子
学
と
陽
明
学
』
岩
波
新
書
、
一
九
六
七
年
、
九
十
四
頁
）
と
捉
え
る
近

世
中
国
の
儒
教
の
正
統
思
想
と
一
致
し
な
い
ま
で
も
、
重
な
り
合
う
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

敝
人
之
性
靈

0

0

0

0

0

、
令
厭
眞

0

0

0

德0

之
嚴
修

0

0

0

、
莫
女
色
若
也

0

0

0

0

0

。
人
上
有
天
神
、

人
下
有
地
獸
。
人
有
靈
心
如
神
、
有
形
軀
如
獸
。
吾
居
其
中
、
其
所

行
動
、
順
靈
神
、
則
類
神
、
順
形
欲
、
則
類
獸
矣
。
形
欲
之
中

0

0

0

0

、
色0

慾
尤
穢
賤

0

0

0

0

。
鳥
獸
微
蟲
倶
有
之
。
故
人
彌
行
慾
、彌
謝
人
性
之
尊
靈
、

而
彌
近
禽
獸
之
蠢
賤
矣
（
同
書
同
卷
、
十
六
葉
裏
）。

人
の
「
性
霊
」
の
働
ら
き
を
妨
げ
、「
真
徳
」
を
養
う
意
欲
を
喪
失
さ

せ
る
も
の
の
中
で
、「
女
色
」
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。「
形
欲
」
中
、「
色
欲
」

が
最
も
低
劣
で
あ
る
。
人
が
「
霊
心
」
に
従
え
ば
「
神
」
的
存
在
と
な
り
、

「
形
欲
」
に
従
え
ば
「
獣
」
的
存
在
と
な
る
。

こ
こ
に
は
崇
高
な
る
霊
魂
と
低
劣
な
る
肉
体
と
い
う
二
分
法
的
対
比
が

あ
る
。
霊
魂
に
従
え
ば
精
神
的
に
上
昇
し
、
肉
体
に
従
え
ば
物
質
的
に
下

降
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
間
を
押
し
下
げ
動
物
的
に
す
る
肉
体

の
欲
望
の
う
ち
最
も
強
烈
な
も
の
が
情
欲
な
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
『
七
克
』
の
文
章
の
中
の
「
性
霊
」
と
い
う
語
は
明
末
の
公

安
派
の
性
霊
説
を
想
起
さ
せ
る
。
戸
倉
秀
美
「
詩
」
に
よ
れ
ば
、「
性
霊
」

は
「
性
情
に
最
大
限
の
価
値
と
力
を
与
え
ん
と
し
た
語
で
あ
ろ
う
。」（
東

京
大
学
出
版
会
『
中
国
思
想
文
化
事
典
』、
四
三
五
頁
）
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
ま
た
性
霊
説
は
「
性
情
の
自
由
な
発
露
の
た
め
に
は
道
徳
的
非
難

も
あ
え
て
辞
せ
ず
」（
同
頁
）
と
い
う
見
解
を
持
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
既
存
の
道
徳
を
打
ち
倒
し
得
る
根
拠
と
し
て
の
「
性
霊
」
と
い
う

語
の
用
法
は
、
道
徳
を
支
え
る
根
拠
と
し
て
の
『
七
克
』
の
用
法
と
は
対

蹠
的
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
賈
宗
普
『
公
安
派
文
学
思
想
研

究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
に
よ
れ
ば
心
学
の
流
れ
か

ら
、「
性
霊
」
を
良
知
や
天
理
と
し
て
捉
え
る
見
方
が
生
じ
た
よ
う
で
あ
る

（
二
一
七
頁
）。
同
書
に
引
用
さ
れ
た
胡
直
の
論
學
書
に
は
、「
良
知

0

0

者
、
乃

吾
性0

靈0

之
出
於
天
也
、
有
天
然
之
條
理
焉
、
是
卽
明
德
卽
天
理
。

0

0

 

」（『
明

儒
學
案
』
巻
二
十
二
、「
江
右
王
門
學
案
七
」（
沈
芝
盈
點
校
『
明
儒
學
案
』

上
冊
、
五
二
七
頁
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、「
性
霊
」
は
人
間
の
あ
る
べ
き
内

面
の
在
り
方
を
指
し
示
す
語
と
し
て
幅
広
い
立
場
か
ら
用
い
ら
れ
た
と
こ

ろ
の
明
末
中
国
の
特
徴
を
有
す
る
語
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
言
い

得
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

以
是
心
也
、
求
明
道
德
之
理
、
求
悟
大
事
、
如
鴟
鳥
之
目
、
以
視
日
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光
、
非
獨

0

0

那0

0

、
正
色
亦
然

0

0

0

0

。
譬
如
忿
怒
、
不
問
合
義
與
否
、
其
淆

人
靜
心
、
埓
也
。
色
無
論
邪
正

0

0

0

0

0

、
其
昏
人
靈
心

0

0

0

0

0

、
亦
埓
也

0

0

0

。
是
以
婚

姻
正
禮
、
特
令
人
可
行
而
免
犯

。
然
慾0

情0

之
火

0

0

、
以
正
色
之
行
不

0

0

0

0

0

0

能
抑
遏

0

0

0

、
將
彌

其
熾
焉
、
雖
行
後

伏
、
其
再
發
尤
猛
矣
（
同
書

同
卷
、
十
六
葉
裏
〜
十
七
葉
表
―
印
刷
の
不
鮮
明
な
箇
所
は
學
生
書

局
本
『
天
學
初
函
（
二
）』、
一
〇
三
二
頁
〜
一
〇
三
三
頁
に
よ
っ
て

確
か
め
た
）。

確
か
に
一
夫
一
婦
の
結
婚
制
度
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
人
の
配
偶
者

以
外
の
異
性
と
の
関
係
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
る
け
れ
ど
も
、
情
欲
の
炎

は
夫
婦
間
の
関
係
を
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
勢
い
が
増
し
加
わ
り
、
情
欲

そ
の
も
の
を
押
し
と
ど
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

情
欲
そ
の
も
の
を
悪
と
見
な
す
こ
の
よ
う
な
見
方
は
中
国
の
伝
統
思
想

に
と
っ
て
異
質
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。『
漢
語
大
詞
典
』

第
十
卷
は
「
飲
色
男
女
」
の
項
を
掲
げ
（
五
〇
七
頁
）、
用
例
の
一
つ
と

し
て
『
礼
記
』「
礼
運
」
の
中
の
「
飲
食
男
女

0

0

0

0

、
人
之
大
欲
存
焉
。
死
亡

貧
苦
人
之
大
惡
存
焉
。」（
前
掲『
禮
記
正
義
』卷
第
二
十
二「
禮
運
」〔「
十
三

經
注
疏　

整
理
本
」
第
十
三
冊
、
八
〇
二
頁
〕）
と
い
う
文
を
用
例
と
し

て
挙
げ
て
い
る
（
但
し
、
大
詞
典
は
後
半
の
句
を
記
さ
な
い
）。
こ
れ
は

食
物
と
異
性
は
プ
ラ
ス
の
ベ
ク
ト
ル
の
欲
望
の
働
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
死

と
貧
乏
は
マ
イ
ナ
ス
の
ベ
ク
ト
ル
の
欲
望
の
働
く
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

則
祭
理
亞
、
西
國
聖
女
也
。
少
時
矢
志

0

0

0

0

終0

保
童
身

0

0

0

、
既
而

命
嫁
焉
。

初
婚
之
夕
、
謂
其
壻
曰
、
我
自

誓
存
童
身
。
天
主
賜
我
一
天
神
嚴

守
之
。
爾
欲
壞
我
、
必
被
戮
矣
。
壻
曰
、
我
不
見
天
神
、
不
爾
信
也
。

聖
女
曰
、
爾
欲
見
、
當
純
誠
奉
敬
天
主
、
歸
從
聖
教
、
滌
除
心

、

見
矣
。
夫
悉
如
其
言
、
天
主
賜
見
焉
。

其
懿
美
曰
、
天
神
之
尊
、

天
主
遣
令
下
世
、
以
保
護
貞
人
、
其
重
貞
德
甚
矣
。
遂0

與0

婦0

共
約
終

0

0

0

身
守
貞
也

0

0

0

0

。
自
後
、
天
神
恒
以
奇
妙
花
爲
冠
冠
之
、
終
歲
香
不
滅
、

色
不
槁
。
獨
夫
婦
兩
人
能
聞
見
之
。
他
人
莫
聞
見
焉
（
同
書
同
卷
、

二
十
一
葉
表
）。

こ
こ
に
は
聖
女
、「
則
祭
理
亜
」、
す
な
わ
ち
カ
エ
キ
リ
ア
（
セ
シ
リ
ア
）

の
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
カ
エ
キ
リ
ア
は
幼
く
し
て
生
涯
童
貞
性

（virginitas

）
を
守
る
こ
と
を
誓
っ
た
が
、
親
の
命
に
よ
っ
て
結
婚
さ
せ
ら

れ
た
。
最
初
の
夜
に
自
分
の
誓
い
を
夫
に
打
ち
明
け
た
と
こ
ろ
、
夫
は
妻
が

童
貞
性
を
守
る
た
め
に
神
か
ら
天
使
が
遣
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
自

分
も
ま
た
生
涯
童
貞
を
守
る
こ
と
を
誓
う
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
橋
容
一
郎
「
カ
エ
キ
リ
ア
〔
ロ
ー
マ
の
〕‘C

aecilia’ 

に
よ
れ
ば
、「
五

―
六
世
紀
の
伝
説
的
な
殉
教
記
録
に
よ
れ
ば
、
彼
女
は
貴
族
の
出
身
で
、

異
教
徒
の
許
婚
者
ウ
ァ
レ
リ
ア
ヌ
ス
（Valerianus

）
と
結
婚
し
た
が
、

天
使
が
彼
女
に
臨
み
、
彼
女
は
純
潔
を
守
り
、
自
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗

さ
せ
た
夫
と
そ
の
弟
テ
ィ
ブ
ル
テ
ィ
ウ
ス
と
と
も
に
迫
害
を
受
け
、
二
人

の
死
を
見
届
け
た
後
、殉
教
し
た
。」（
研
究
社
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』

第
一
卷
、
一
〇
四
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
女
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は

な
い
夫
か
ら
天
使
の
助
け
に
よ
っ
て
童
貞
性
を
守
り
、
後
に
キ
リ
ス
ト
教

徒
に
な
っ
た
夫
と
そ
の
弟
と
と
も
に
殉
教
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
説
明
で
は
カ
エ
キ
リ
ア
が
単
に
童
貞
性
を
守
っ
た
こ
と
よ
り
も
、
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彼
女
が
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
夫
を
改
宗
さ
せ
、
や
が
て
夫
と
共
に
殉
教
し

た
と
こ
ろ
に
重
心
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、『
七
克
』
の
中
で
は
カ
エ
キ
リ
ア
は
結
婚
に
よ
り
夫
婦
と
な
っ
た
後

に
お
い
て
も
夫
と
の
関
係
を
峻
距
す
る
と
こ
ろ
が
称
揚
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
中
国
の
伝
統
的
な
家
族
制
度
の
中
に
占
め
る
結
婚
の
位
置
を
考
え
る

な
ら
ば
、
受
け
容
れ
難
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

同
様
の
こ
と
が
ら
が
四
葉
表
裏
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
は
、

男
性
が
童
貞
性
を
誓
い
、
親
の
命
で
結
婚
さ
せ
ら
れ
て
後
、
妻
と
な
っ
た

女
性
に
童
貞
性
を
勧
め
、
女
性
も
そ
れ
を
受
け
容
れ
る
。
議
論
の
骨
子
は

同
じ
で
あ
る
。

島
田
虔
次
『
大
学
・
中
庸
（
上
）』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
）
で

は
朱
熹
「
大
学
或
問
」
の
中
の
「
飲
色
男
女
之
欲
」
の
用
例
を
日
本
語
に

訳
し
て
紹
介
す
る　
（
一
〇
九
頁
〜
一
一
〇
頁
）。
原
文
は
以
下
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

天
生
烝
民
、
有
物
有
則
、
則
物
之
與
道
、
固
未
始
相
離
也
。
今
曰
禦

外
物
而
後
可
以
知
至
道
、
則
是
絶
父
子
而
後
可
以
知
孝
慈
、
離
君
臣

然
後
可
以
仁
敬
也
、
是
安
有
此
理
哉
？
若
曰
所
謂
外
物
者
、
不
善
之

誘
耳
、
非
指
君
臣
父
子
而
言
也
、
則
夫
外
物
之
誘
人

0

0

0

0

0

、
莫
甚
於
飲
食

0

0

0

0

0

男
女
之
欲

0

0

0

0

、
然
推
其
本

0

0

0

0

、
則
固
亦
莫
非
人
之

0

0

0

0

0

0

0

所0

當
有
而
不
能
無
者
也

0

0

0

0

0

0

0

0

、

但
於
其
間
自
有
天
理
人
欲
之
辨
、
而
不
可
以
亳

差
耳
。
惟
其
徒
有

是
物
、
而
不
能
察
於
吾
之
所
以
行
乎
其
間
者
、
孰
爲
天
理
、
孰
爲
人

欲
、
是
以
無
以
致
其
克
復
之
功
、
而
物
之
誘
於
外
者
、
得
以
奪
乎
天

理
之
本
然
也
。
今
不
即
物
以
窮
其
原
、
而
徒

0

0

惡0

物
之
誘
乎
己

0

0

0

0

0

、
乃
欲

0

0

一
切
扞
而
去
之

0

0

0

0

0

0

、
則
是
必
閉
口

0

0

0

0

0

0

腹0

、
然
後
可
以
得
飲
食
之
正

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
絶0

滅
種
類

0

0

0

、
然
後
可
以
全
夫
婦
之
別
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
是
雖
裔
戎
無
君
無
父
之
教

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

有
不
能
充
其
説
者

0

0

0

0

0

0

0

、況
乎
聖
人
大
中
至
正
之
道

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、而
得
以
此
亂
之
哉
？

（「
大
学
或
問
下
」
朱
熹
撰
、
黄
坤
校
點
『
四
書
或
問
』
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
二
十
五
頁
。
傍
点
は
以
下
の
島
田
氏
の
訳
文

に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
訳
者
が
付
し
た
）。

重
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
対
応
す
る
島
田
虔
次
の
訳
文
は
、「
人
を
誘

惑
す
る
外
物
と
し
て
、
飲
食
男
女
の
欲
ほ
ど
甚
し
い
も
の
は
な
い
…
…
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
本
を
推
せ
ば
、（
こ
の
二
欲
）
は
も
ち
ろ
ん
人
間
に

当ま
さ

に
有
る
べ
き
と
こ
ろ
の
も
の
、
無
き
こ
と
能
わ
ざ
る
も
の
、
に
他
な
ら

な
い
。
…
…
単
に
物
が
自
己
を
誘
う
の
を
悪に

く

ん
で
、
い
っ
さ
い
扞ふ

せ

い
で
こ

れ
を
去
ろ
う
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
要
す
る
に
絶
食
飢
餓
し
て
始
め
て
飲
食

の
正
を
得
た
り
と
す
べ
く
、
子
孫
を
つ
く
る
こ
と
を
や
め
て
し
か
る
の
ち

始
め
て
夫
婦
の
別
を
全
く
す
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
夷
狄
の
、

君
を
無な

み
し
父
を
無
み
す
る
教
え
（
仏
教
、
そ
れ
は
ま
た
絶
欲
を
説
く
）

で
さ
え
、
そ
の
よ
う
な
説
を
徹
底
し
て
お
し
す
す
め
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な

い
。
い
わ
ん
や
そ
の
よ
う
な
も
の
が
聖
人
の
『
大
中
至
正
』
の
道
で
あ
ろ

う
は
ず
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。」（
前
掲
島
田
『
大
学
・
中
庸
（
上
）』、

一
〇
九
頁
〜
一
一
〇
頁
）
と
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
食
欲
は
個
的
生
命
の
存
続
に
、
情
欲
は
系
統
的
生
命
の
存

続
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
個
と
家
の
存
続
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ

充
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
欲
と
情
欲
が
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ど
よ
く
充

足
さ
れ
る
か
否
か
で
「
天
理
人
欲
之
辨
」
が
生
ず
る
。
天
理
と
人
欲
の
差
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は
質
的
差
異
で
は
な
く
、
量
的
差
異
な
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
食
欲
と
情

欲
の
充
足
が
無
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

婚
姻
者
、
心

于
多
願
、
析
于
多
慮
、
道
德
之
事
、
倶
不
暇
計
、
且

厭
之
。
貞
者
心
盡
竣
世
樂
世
慮
、
一
心
以
修
德
、
事
上
帝
。
故
易
造

聖
賢
之
域
（
前
掲
『
七
克
』
卷
之
六
、十
七
葉
裏
）。

結
婚
は
人
の
心
を
俗
世
の
事
柄
に
引
き
入
れ
る
。
他
方
、
全
き
貞
潔
は

世
俗
的
快
楽
を
捨
て
去
り
、
ひ
た
す
ら
神
に
仕
え
さ
せ
る
。
従
っ
て
全
き

貞
潔
を
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
聖
人
賢
者
の
領
域
に
近
づ
く
こ
と
が
よ
り

可
能
に
な
る
。
つ
ま
り
、
独
身
生
活
は
結
婚
生
活
よ
り
道
徳
的
に
上
位
に

置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
中
国
の
伝
統
的
な
人
倫
の
思
想
と
は
適
合
し
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。『
岩
波
哲
学
小
辞
典
』（
一
九
七
九
年
）
で
は
「
人
倫
」
の
項
目
を

掲
げ
、「
中
国
思
想
で
は
君
臣

0

0

・
父
子

0

0

・
夫
婦

0

0

・
長
幼

0

0

・
朋
友

0

0

な
ど
の
道0

徳
的
秩
序

0

0

0

0

を
意
味
し
、
さ
ら
に
一
般
に
、
人
の
ふ
み
行
う
べ
き
道
と
い
う

意
味
を
も
つ
が
、
こ
の
語
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ジ
ッ
ト
リ
ヒ
カ
イ
ト
（
独

Sittlichkeit

）
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。」（
一
二
一
頁
）
と
あ
る
。

更
に
「
人
倫
」
と
い
う
語
そ
の
も
の
が
、商
務
院
書
館
『
古
今
漢
語
詞
典
』

で
は
一
つ
の
独
立
し
た
項
目
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、用
例
と
し
て『
孟
子
』「
滕

文
公
上
」
の
中
の
句
を
挙
げ
る
（
一
二
〇
八
頁
）。
そ
の
前
の
部
分
ま
で

入
れ
る
と
、「
聖
人
有
憂
之
、
使
契

司
徒
、
教
以
人
倫

0

0

‥
父
子
有
親
、

君
臣
有
義
、
夫
婦
有

0

0

0

0

、
長
幼
有
序
、
朋
友
有
信
。」（「
孟
子
集
注
」
巻

五
『
四
書
章
句
集
注
』〔
新
編
諸
子
集
成
（
第
一
輯
）〕
中
華
書
局
、

二
五
九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
伝
統
的
に
夫
婦
は
社
会
倫

理
の
根
幹
を
な
す
重
要
な
五
種
類
の
関
係
の
一
つ
を
占
め
る
の
で
、
独
身

と
い
う
在
り
方
が
道
徳
的
に
夫
婦
と
い
う
在
り
方
に
優
越
す
る
と
い
う
よ

う
な
見
解
を
受
容
す
る
基
盤
と
な
る
よ
う
な
概
念
が
明
末
の
中
国
思
想
の

世
界
に
は
欠
如
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
『
七
克
』
の
呈
示
す
る
世
界
で
は
独
身
が
価
値
的
に
夫
婦
の
上

に
位
置
す
る
の
に
比
べ
、
伝
統
的
な
中
国
の
社
会
倫
理
が
織
り
成
す
世
界

に
お
い
て
は
夫
婦
が
男
女
の
常
態
的
な
在
り
方
で
あ
り
、
独
身
は
夫
婦
の

欠
如
態
と
し
て
異
常
な
も
の
で
あ
り
、
道
徳
的
に
十
全
で
は
な
い
も
の
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

貞
に
関
し
て
『
七
克
』
で
は
「
一
夫
一
婦
之
貞
」、「
鰥
寡
之
貞
」
及
び

「
童
身
之
貞
」
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
（
卷
之
六
、十
五
葉
表
）
も
の
の
、

「
守
貞
」
と
い
う
語
の
中
の
「
貞
」
の
本
質
は
「
童
身
之
貞
」
を
指
す
よ

う
で
あ
る
。

守
貞

0

0

者
、
正
邪
色
倶

0

0

0

0

絕0

、
是
斬
慾
根

0

0

0

0

、
慾
心
偶
動
、
不

、
决
不

用
此
發
重
難
熄
、
乃
緣
是

輕

易
止
焉
。
夫
邪

0

0

情0

之
中

0

0

、
莫
如
慾

0

0

0

情0

難0

勝0

。
人
既
以
貞
勝
之
、
求
勝
他
情
、
有
餘
矣
。
諸
情
之
垢
既
滌
、

內
心
之
燦
然
粹
朗
。
故
道
德
之
精
微
、
天
事
之
奥
妙
、
倶
能
洞
照
、

塋
然

潔
。
此
中
爲
一
小
天
堂
、
天
主
最
喜
居
之
（
前
掲
『
七
克
』

卷
之
六
、十
七
葉
表
）。

「
守
貞
」
と
い
う
の
は
夫
婦
間
の
関
係
並
び
に
配
偶
者
以
外
の
者
と
の

間
の
関
係
を
絶
つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
情
欲
の
根
幹
部
分
を
除

去
す
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
欲
望
の
う
ち
最
も
手
強
い
も
の

は
情
欲
で
あ
る
。
従
っ
て
情
欲
を
克
服
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
他
の
欲
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望
は
自
ず
と
克
服
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
も
ろ
も
ろ
の
欲
望
の
中
心
部
に
位
置
す
る
情
欲
を
取
り
除
く
こ

と
が
す
ぐ
れ
て
道
徳
行
為
な
の
で
あ
り
、
漠
然
と
欲
望
の
総
体
と
向
き
合

う
の
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
情
欲
の
克
服
に
む
け
て
心
の
営
み
を
集
中
さ

せ
る
の
で
あ
る
。

夫
人

0

0

爲0

上
帝

0

0

、
爲0

道0

德0

負0

勞
苦

0

0

。
勞
苦
之
中

0

0

0

0

、
參0

有
大
樂

0

0

0

。
勞
苦
之

0

0

0

後0

、
0

0

得
大
報

0

0

0

。
故
其
苦
輕
焉

0

0

0

0

0

。
若
夫
勞
苦
爲
身
世
、
勞
苦
純
全
、

無
所

報
、
不
甚
重
邪
。
守
貞
者

0

0

0

、
所0

辭0

、
則
身
穢
且

0

0

0

0

微0

娯
也

0

0

。

所0

免0

、
則
身
之
大
苦

0

0

0

0

0

、
心
之
大

0

0

0

憂
。
既
辭
此
微
且
穢
之
樂
、

0

享
心

0

0

淸0

之
樂

0

0

、
貞0

德0

之
安

0

0

、
且
自
得
爲
主
、
貧
、
亦
一
身
耳
。
易
救
、
有

患
、
一
身
耳
。
易
任
、
而

有
大
報
之

、
斯
其
爲
福
孰
大
歟
。
故

先
甞
貞
樂
、
而
後
娶
嫁
者
、
鮮
矣
、
娶
嫁
而
後
憾
其
先
失
童
貞
者
、

甚
多
其
人
也
（
同
書
同
卷
、
十
六
葉
表
裏
）。

人
が
神
の
た
め
に
道
徳
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
労
苦
を
負
う
。

し
か
し
労
苦
し
た
後
に
そ
の
労
苦
は
神
に
よ
っ
て
報
わ
れ
る
と
い
う
希
望

を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
。
生
涯
独
身
を
貫
く
こ
と
に
よ
っ
て
身
の
穢
れ
と

束
の
間
の
快
楽
を
避
け
、
澄
み
き
っ
た
心
の
喜
び
を
享
受
す
る
。
独
身
を

持
し
て
保
た
れ
る
道
徳
的
な
生
活
は
神
か
ら
の
報
い
を
受
け
る
。
他
方
、

こ
の
世
で
の
幸
福
を
求
め
て
負
う
労
苦
は
労
苦
の
み
に
終
始
し
、
そ
れ
に

対
し
て
神
か
ら
の
報
い
を
願
い
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

独
身
を
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
生
活
が
道
徳
的
に
意
味
が
あ

る
と
い
う
見
方
は
、
独
身
を
道
徳
生
活
の
中
心
に
置
い
て
こ
れ
を
積
極
的

に
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
つ
の「
福
音
的
勧
告
」（evangelical 

counsels

）の
一
つ
に
貞
潔
を
置
く（
小
林
珍
雄『
キ
リ
ス
ト
教
百
科
事
典
』

（
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
、
一
四
三
六
頁
））
と
こ
ろ
の
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ

ク
の
特
色
を
示
す
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
独
身
を
持
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
貞
潔
を
守
る
こ
と
に
価
値
を
見
出
す
カ
ト
リ
ッ
ク
の
思

想
が
色
濃
く
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

天
主

生
靣
諭
世
人
之
前
、
世
上
人
特
知
有
婚

0

0

0

0

0

0

0

、
不
知
有
貞

0

0

0

0

、
得
子

0

0

爲0

天0

祥0

、
無
子

0

0

爲0

天
殃

0

0

。
天
主

0

0

0

生
于
世

0

0

0

、
以
童
身
之
母
而
生

0

0

0

0

0

0

0

、
己0

0

守
童
身

0

0

0

、
且
宣
貞

0

0

0

德0

之
美

0

0

、
貞0

德0

始
興
于
世

0

0

0

0

。
凡
尊
從
天
主
聖
教

之
地
、
守
童
身
之
男
若
女
、
多
有
之
。
其
視
貞
德
、
重
於
身
命
也
。

若
遇
守
貞
而
當
失
命
、
寧
失
命
、
必
守
貞
矣
。
若
舎
天
主
聖
教
、
而

從
他
教
之
人
、
决
無
生
平
守
心
與
身
倶
貞
者
也
。
勿
論
他
徵
、

此

足
證
天
主
聖
教
之
獨
眞
矣
（
同
書
同
卷
、
十
八
葉
表
）。

世
の
中
の
人
は
結
婚
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
、
独
身
に
よ
る
貞

潔
の
保
持
の
こ
と
は
知
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
子
を
得
る
こ
と
を
天
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
幸
い
と
し
、
子
が
無
い
こ
と
を
天
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
禍
と

し
て
い
る
こ
と
を
キ
リ
ス
ト
は
人
々
に
示
し
た
。

こ
れ
は
伝
統
的
な
中
国
の
家
族
主
義
の
考
え
方
と
は
真
向
か
ら
対
立
す

る
。
と
い
う
の
も
儒
教
の
根
本
的
徳
目
は
孝
で
あ
る
。
そ
の
否
定
態
と
し

て
の
不
孝
は
『
孟
子
』「
離
婁
上
」
に
よ
れ
ば
三
つ
あ
り
、
そ
の
最
大
の

も
の
は
跡
継
ぎ
と
な
る
子
の
無
い
こ
と
で
あ
る
。
跡
継
ぎ
と
な
る
子
が
い

な
け
れ
ば
、
祖
先
祭
祀
の
儀
礼
が
途
絶
え
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
子
の
有

無
は
単
に
個
人
的
な
次
元
で
の
問
題
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
儒
教
の
礼
を

実
践
す
る
こ
と
に
深
く
関
わ
る
社
会
的
な
次
元
で
の
問
題
と
化
す
か
ら
で
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あ
る
。
そ
の
た
め
子
を
得
る
と
い
う
名
目
で
夫
が
妻
を
離
別
す
る
と
い
う

こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

『
七
克
』
は
そ
の
よ
う
な
祖
先
祭
祀
の
継
続
の
観
点
か
ら
子
の
存
在
意

義
を
認
め
、
そ
こ
に
幸
不
幸
の
基
準
を
置
く
よ
う
な
伝
統
的
な
中
国
の
家

族
観
を
根
底
か
ら
批
判
否
定
す
る
形
と
な
る
。
そ
れ
以
上
に
、
子
の
な
い

と
い
う
事
実
の
た
め
に
現
に
懊
悩
す
る
明
末
中
国
の
人
々
に
そ
の
事
実
を

受
容
し
肯
定
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
新
た
な
準
拠
枠
（fram

e of reference

）

を
供
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
最
早
、
子
が
な
い
こ
と
は
価
値
的

に
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

更
に
キ
リ
ス
ト
の
母
で
あ
っ
て
夫
の
ヨ
セ
タ
と
夫
婦
の
関
係
を
有
せ
ず

生
涯
貞
潔
を
守
っ
た
と
、カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
信
じ
ら
れ
て
い
る
マ
リ
ア
を
、

「
宗
教
的
信
念
に
従
っ
て
結
婚
を
し
な
い
状
態
。」（
ド
ナ
ル
ド
・
Ｋ
・
マ
ッ

キ
ム
『
キ
リ
ス
ト
教
神
学
用
語
辞
典
』〔
高
柳
俊
一
・
熊
澤
義
宣
・
古
屋

安
雄
監
修
〕
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
二
〇
〇
二
年
、
三
二
一
頁
）

で
あ
り
「
独
身
」
と
訳
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「celibacy

〔
ラ
〕caelebs

『
非

婚
』」（
同
頁
）
を
持
し
て
貞
潔
を
守
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
修
道
者
、
聖
職
者

の
原
型
的
な
模
範
と
し
て
『
七
克
』
は
紹
介
す
る
。

『
天
主
教
要
解
略
』
の
述
者
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
は
『
聖
母
行
実
』
三
卷
を

崇
禎
四
年
（
一
六
三
一
年
）
に
著
わ
し
（
方
豪
『
中
國
天
主
教
史
人
物
傳
』

第
一
冊
、
香
港
公
教
真
理
學
会
出
版
、
一
九
七
〇
年
再
版
、
一
五
三
頁
）、

「
聖
母
」
な
る
マ
リ
ア
を
詳
述
し
て
い
る
。
明
末
中
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信

者
は
『
聖
母
行
実
』
な
ど
を
通
し
て
「
お
と
め
マ
リ
ア
」（
前
掲
『
キ
リ

ス
ト
教
神
学
用
語
辞
典
』、
五
十
八
頁
）
へ
の
信
心
を
教
え
導
か
れ
た
の

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
男
女
の
関
係
か
ら
完
全
に
解
き
放
さ
れ
て
ひ
た

す
ら
神
に
仕
え
る
こ
と
の
意
義
が
明
末
中
国
の
精
神
世
界
の
中
で
説
き
明

か
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
人
間
は
独
身
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
貞
潔
を
実
現
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
そ
れ
は
全
き
貞
潔
に
至
る
た
め
の
必
要
条
件
で
し
か
な
い
。

そ
こ
に
は
独
身
を
持
し
て
貞
潔
に
至
ら
せ
る
働
き
が
介
在
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

中
国
の
伝
統
的
な
思
想
世
界
で
は
聖
人
は
道
徳
的
完
成
者
で
あ
る
。
聖

人
で
あ
る
な
ら
ば
、
独
身
を
持
し
て
独
力
で
全
き
貞
潔
に
至
る
こ
と
が
可

能
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
『
七
克
』
は
異
な
る
見
方
を
呈
示
す
る
。

有
賢
者
箴
其
徒
曰
、
淫
情
攻
爾
、
恃
己
德
力
、
必
難
敵
之
、
恃
天
主

0

0

0

之
能

0

0

、
祈0

求
黙
佑

0

0

0

、
又
加
心
功

0

0

0

0

、
乃
能
敵
焉
（
前
掲
『
七
克
』
卷
之

六
、十
葉
表
）。

「
黙
佑
」
と
は ‘gratia’ 

す
な
わ
ち
恩
寵
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
は
神
に
恩
寵
を
願
い
求
め
、

ま
た
自
ら
も
努
力
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
情
欲
を
克
服
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
い
う
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｐ
・
ネ
メ
シ
ェ
ギ
「
恩
恵
」【
宗
教
改
革
と
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
】
の

箇
所
に
は
「
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
論
争
点
を
念
頭
に
置
い
て
、
恩
恵
に
関

す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
総
括
的
に
述
べ
る
た
め
に
、
ト
リ
エ
ン
ト
公

会
議
は
、
一
五
四
七
年
に
『
義
化
に
つ
い
て
の
教
令
』
を
発
布
し
た
。
こ

の
教
令
は
、
宗
教
改
革
者
と
の
論
争
を
念
頭
に
置
い
て
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
と
は
い
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
優
れ
た
恩
恵
論
を
説
く
も
の
で
あ
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る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
神
の
先
行
的
な
恩
恵
の
全
き
必
要
性
と
無
償
性

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
説
か
れ
る
と
同
時
に
、
恩
恵
と
人
間
の
自
由
な
協
力
の
必
要
性

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
強
調

さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
者
が
恩
恵
に
よ
っ
て
真
に
義
化
さ
れ
る
、
す

な
わ
ち
、
愛
を
注
ぎ
入
れ
ら
れ
た
正
し
い
人
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
が
宣
言

さ
れ
た
。」（
研
究
社
『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
第
一
卷
、
九
八
九
頁
）

と
あ
る
。
デ
ィ
ン
ツ
ィ
ン
ガ
ー
／
シ
ェ
ー
ン
メ
ッ
ツ
ァ
ー
『
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
文
書
資
料
集
』（
Ａ
・
ジ
ン
マ
ー
マ
ン
監
修
、
浜
寛
五
郎
訳
）（
エ
ン

デ
ル
レ
書
店
、
一
九
八
二
年
改
訂
版
）
に
よ
れ
ば
こ
の
記
述
に
対
応
す
る

教
令
の
箇
所
は
、「
分
別
の
あ
る
者
に
と
っ
て
、こ
の
義
化

0

0

は
、イ
エ
ズ
ス
・

キ
リ
ス
ト
に
よ
る
神
の
先
行
的
恩
恵
に
よ
っ
て
始
ま
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
（
第

三
条
）。
言
い
換
え
れ
ば
、
彼
ら
の
功
徳
は
少
し
も
な
か
っ
た
が
神
の
招

き
に
よ
っ
て
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
彼
ら
を
呼
び
さ
ま
せ
、
助

け
る
神
の
恩
恵
に
よ
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
罪
を
も
っ
て
神
に
そ
む
い
た
者
が
、
そ
の
恩0

恵
に
自
由
に
同
意
し

0

0

0

0

0

0

0

0

（
第
四
、五
条
）、
協
力
し
て
、
彼
ら
自
身
の
義
化
に

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

心
を
向
け
る
よ
う
に
準
備
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ
る
。」（
二
七
四
頁
〜
二
七
五
頁
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
（
ラ
テ
ン
語
の
該
当
個
所
は
、
以
下
と
思
わ

れ
る
。“ipsius iustifi cationis exordium

 in adultis a D
ei per C

hristum
 

Iesum
 praeveniente gratia [can. 3 ] sum

endum
 esse, hoc est, ab eius 

vocatione, qua nullis eorum
 exsistentibus m

eritis vocantur, ut qui per 

peccata a D
eo aversi erant, per eius excitantem

 atque adiuvantem
 

gratiam
 ad convertendum

 se ad suam
 ipsorum

 iustifi cationem
, eidem

 

gratiae libere [can.4 et 5 ] assentiendo et cooporando, 

disponantur,”H
einrich D

enzinger, Enchiridion sym
blorum

 defi nitionum
 

et declarationum
 de rebus fi  dei et m

orum
, H

erder, 1997, p, 469)

『
七
克
』
の
文
章
も
こ
の
教
令
の
恩
寵
理
解
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。『
七
克
』
に
は
他
に
恩
寵
に
つ
い
て
「
聖

薄
削
」

―
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
（A

m
brosius

）
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
か
―

の
恩
寵
に
つ
い
て
述
べ
た
言
葉
を
紹
介
す
る
。

聖

薄
削
曰
、
婚
姻
滿
世
界
、
童
身
滿
天
堂
。
生
子
者
、
增
人
之

、

守
貞
者

0

0

0

、
増0

聖0

賢
之

0

0

0

。
其

於
世
界
孰
大
乎
。
婚
姻
人
事
、
貞0

德0

人
上
之
事

0

0

0

0

、
非
天
主
之

0

0

0

0

祐0

、
人
力
不
能
自

0

0

0

0

0

造0

焉0

（
同
書
同
卷
、
十
七

葉
裏
）。

貞
潔
が
守
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
聖
人
や
賢
者
の
数
が
益
し
加
わ
る
。

貞
潔
の
徳
は
天
的
世
界
の
次
元
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
神
の
恩
寵
が
得
ら

れ
な
け
れ
ば
、
人
間
の
力
を
も
っ
て
す
る
の
み
で
は
こ
の
徳
に
至
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
要
す
る
に
、
聖
人
と
い
え
ど
も
そ
れ
自
身
に
お
い
て
人
格

の
完
成
者
で
は
な
く
、
神
の
恩
寵
の
助
け
を
必
要
と
す
る
。

夫
初
發
之
念
、
是
不
在
我
、

聖
賢
難
悉
免
之
、

非
我
所
能

坊
、

不

罪
也
（
同
書
同
巻
、
七
葉
裏
）。

聖
人
も
情
欲
の
生
ず
る
こ
と
か
ら
自
由
で
は
な
い
。
こ
れ
は
「
人
間
性

情
の
自
然
の
本
来
と
し
て
あ
り
え
ぬ
」（『
中
国
前
近
代
思
想
の
屈
折
と
展

開
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
、
五
十
八
頁
）
と
こ
ろ
の
も
の
に

つ
い
て
聖
人
舜
を
も
例
外
と
し
な
い
溝
口
雄
三
氏
の
言
わ
れ
る
「
明
代
の

リ
ア
リ
ズ
ム
」（
同
頁
）
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
カ
ト
リ
ッ
ク
の
貞
潔
の
倫
理
の
前
に
明
末
中
国
の
社
会
倫

理
は
ど
の
よ
う
な
改
変
を
迫
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
孟
子
』「
離
婁
章
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句
上
」
に
は
、「
不
孝
有
三
、
無
後

大
。
舜
不
告
而
娶
、

無
後
也
、

君
子
以

猶
也
。」（「
孟
子
集
注
」
卷
七
『
四
書
章
句
集
注
』〔
新
編
諸
子

集
成
（
第
一
輯
）〕
中
華
書
局
、
二
八
六
頁
―
二
八
七
頁
）
と
あ
る
。
そ

の
う
ち
「
無
後

大
。」
の
後
に
附
さ
れ
た
注
に
は
、「
趙
氏
曰
‥
『
於
禮

有
不
孝
者
三
事
‥
謂
阿
意
曲
從
、
陷

不
義
、
一
也
；
家
貧

老
、
不

禄
仕
、二
也
、不
娶
無
子

0

0

0

0

、絶
先
祖

0

0

0

祀0

、三
也
。
三
者
之
中
、無
後

0

0

0

大0

。』」

（
同
頁
）
と
あ
る
。
子
が
い
な
け
れ
ば
祖
先
祭
祀
が
絶
た
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
そ
れ
が
最
大
の
不
孝
と
な
る
。
舜
が
礼
を
無
視
し
て
結
婚
し
て

も
そ
れ
が
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
子
を
得
る
た
め
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
子
を
得
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
妾
と
い
う
存
在
に
社
会
制
度
の

中
に
正
当
な
位
置
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
一

つ
の
要
因
と
な
っ
て
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
に
は
「
建
て
前
と
し
て
は
一
夫

一
婦
の
単
婚
制
、
実
質
上
は
一
夫
多
妻
と
い
う
婚
姻
の
制
度
」（
中
島
み

ど
り
「
解
説
」
劉
向
『
列
女
伝
３
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
、

三
〇
九
頁
）
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
認
め
る
一
夫
一
婦
の
制

度
と
根
本
的
に
相
容
れ
な
い
。

或
問
余
曰
、
貴
國
婚
禮
如
何
。
曰
敝0

鄕0

千
國
之
俗

0

0

0

0

、
皆
以
伉
儷

0

0

0

0

爲0

正0

。

上
自
國
主
、
下
至
小
民
、
一
夫
特
配
一
婦
、
莫
或
敢
違
。
婦0

没0

、
得0

更
娶
正
妻

0

0

0

0

、
不
得
娶
妾
也

0

0

0

0

0

（
同
書
同
卷
、
二
十
一
葉
裏
）

「
敝
鄕
千
國
之
俗
」、
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
習
俗
で
は
庶
民
か
ら
国

王
ま
で
「
伉
儷
」、
す
な
わ
ち
一
人
の
妻
を
正
式
な
も
の
と
し
て
い
る
。

夫
は
妻
が
亡
く
な
れ
ば
再
婚
し
て
正
妻
を
得
る
こ
と
は
出
来
る
が
、
妾
を

得
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

「
伉
儷
」
に
つ
い
て
商
務
印
書
館
『
古
今
漢
語
詞
典
』
は
第
一
の
語
義

を
「
妻
子
、
配
偶
。」（
七
九
四
頁
）
と
し
、『
左
伝
』「
成
公
十
一
年
」
の

中
の
「
己
不
能
庇
其
伉
儷

0

0

而
亡
之
、」（
杜
預
注
、
孔
潁
逹
正
義
『
春
秋
左

傅
正
義
』
卷
第
二
十
七
〔「
十
三
經
注
疏　

整
理
本
」
第
十
八
冊
、

八
五
七
頁
〕）
を
用
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
（
同
頁
）。
こ
の
箇
所
の
「
正

義
」
に
は
、「
伉
者
、
相
當
之
言
、
故

敵
也
、
伉
儷
者
、
言
是
相
敵
之

0

0

0

匹
耦

0

0

。」（
同
頁
）
と
あ
る
。
諸
橋
轍
次
『
支
那
の
家
族
制
』（
大
修
館
書
店
、

一
九
四
〇
年
再
版
）
に
よ
れ
ば
、「
伉
儷
と
言
ふ
言
葉
は
左
傅
等
の
疏
を

見
る
と
『
其
相
敵
す
る
の
匹
配

0

0

0

0

0

0

0

を
言
ふ
』
と
説
明
し
て
ゐ
る
。
卽
ち
夫
と

妻
と
は
對
立
の
地
位
に
あ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
尊
卑
の
別
が
な
い
も
の
で

あ
る
と
言
ふ
意
味
で
あ
る
。」（
六
十
二
頁
）と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
伉

儷
」
と
い
う
語
は
理
念
的
に
妻
が
夫
と
対
等
の
地
位
に
あ
る
こ
と
を
予
想

さ
せ
る
語
の
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

夫
天
主
經
典
、
悉
載
剏
造
天
地
萬
物
之
眞

云
、
開
闢
之
時

0

0

0

0

、
天
主

0

0

既0

造0

成
萬
物

0

0

0

、
乃0

造0

一
男

0

0

、
名0

亞0

當0

、
一
女

0

0

、
名
厄
襪

0

0

0

、
爲0

人
類
宗

0

0

0

祖0

、
謂
之
曰
、
爾
夫
婦
二
人
一
身
、
天
主
所
配
、
人
不
分
之
。
夫
開

闢
時
、
人
類
之
始
、
生
育
最
急
、
何
不
一
夫
配
多
婦
、
令
速
生
、
乃0

天
主
特
以
一
夫
配
一

0

0

0

0

0

0

0

0

婦0

者0

、
明0

徴0

伉
儷

0

0

爲0

正
禮

0

0

、
此

天
主
生
人
之

0

0

0

0

0

直0

道0

、
其
外
萬

0

0

0

狀0

、
悉
皆
邪

0

0

0

0

、

人
自
生
曲
矣
。
故
上
帝
甚
亞
之
。

夫
人
生
之
初
、
世
界
空
虚
、
天
主
且
不
使

一
夫
一
婦
之
正
。
今
人

充
滿
世
界
、
而
反
以
一
夫
配
多
婦
爲
不
犯
正
、
不
大
謬
惑
乎
（
前
掲

『
七
克
』
卷
之
六
、二
十
二
葉
表
裏
―
本
文
の
見
に
く
い
箇
所
は
學
生

書
局
本
『
天
學
初
函
（
二
）』、
一
〇
四
三
頁
に
よ
っ
て
確
か
め
た
）。
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神
に
よ
る
創
造
の
順
序
は
第
一
に
人
間
以
外
の
諸
物
、
第
二
に
人
間
で

あ
る
。
人
類
の
祖
と
し
て
ア
ダ
ム
（
亜
當
）
と
い
う
名
の
男
と
エ
バ
（
厄

襪
）
と
い
う
名
の
女
は
結
婚
し
て
夫
婦
と
な
り
、二
人
は
一
体
と
な
っ
た
。

文
中
に
「
爾
夫
婦
二
人
一
身
。」
と
あ
る
の
は
、「
こ
う
い
う
わ
け
で
、
男

は
父
母
を
離
れ
て
女
と
結
ば
れ
、
二
人
は
一
体
と
な
る
。」
と
い
う
創
世

記
二
章
二
十
四
節
に
拠
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

創
世
後
、
間
も
な
い
一
時
期
に
お
い
て
は
絶
対
的
に
少
な
い
人
口
を
増

や
す
た
め
に
斬
時
的
な
方
法
と
し
て
一
夫
多
妻
制
が
通
用
し
た
け
れ
ど

も
、
一
夫
一
婦
制
が
礼
の
本
来
的
に
正
し
い
あ
り
方
で
あ
り
、
神
が
人
の

繁
殖
の
た
め
に
定
め
た
正
統
的
な
手
立
て
（
直
道
）
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以

外
は
こ
と
ご
と
く
現
範
の
枠
外
に
あ
る
男
女
関
係
（
邪
淫
）
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
文
中
に
用
い
ら
れ
た
「
直
道
」
と
い
う
語
は
、『
論
語
』「
衛

霊
公
」
の
中
に
「
斯
民
也
、
三
代
之
所
以
直
道

0

0

而
行
也
。 

」（
前
掲
『
四
書

章
句
集
注
』、
一
六
六
頁
）
と
し
て
出
て
来
る
語
で
あ
り
、「
三
代
」
と
関

連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
語
は
一
夫
一
婦
制
が
古
代
に
お
い
て
も
正
統

的
な
制
度
で
あ
っ
た
よ
う
に
印
象
づ
け
る
働
き
を
す
る
も
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
仏
教
用
語
で
こ
の
「
邪
淫
」
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
「
邪
婬
」

と
い
う
語
が
あ
る
。「
邪
婬
」
は
丁
福
保
『
佛
学
大
辞
典
』（
文
物
出
版
社
、

一
九
八
四
年
）に
よ
れ
ば「
非
自
己
之
妻
妾
而
婬
之
曰
邪
婬
。
五
戒
之
一
。」

（
六
〇
九
頁
）と
あ
る
よ
う
に
、そ
れ
は
妾
と
の
関
係
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

中
国
に
お
い
て
結
婚
制
度
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
妾
の
存
在
を
仏
教
は
教

義
の
面
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

夫
結
夫
婦
、
固

於
結
友
、

人
結
友
、
體
貌
不
敵
、
不
成
爲
友
、

矧
夫
婦
哉
。
故
曰
妻
者

0

0

、
齊
也

0

0

、
明
敵
體
也

0

0

0

0

。
欲
妾
則
妾

0

0

0

0

、
是0

婦0

非0

爾
婦

0

0

、
乃
爾
婢

0

0

0

、
爾
非
其
夫

0

0

0

0

、
乃
其
主
也

0

0

0

0

。
不
齊
不
敵
亦
已
甚
矣
。

天
主
經
中
有
言

0

0

0

0

0

0

、
婦0

不0

爲0

自
身
之
主

0

0

0

0

、
夫0

爲0

其
主

0

0

。
夫
亦
不

0

0

0

爲0

自
身

0

0

之
主

0

0

、
婦0

爲0

其
主

0

0

。
婦
從
非
其
夫
、
則
悖
婚
配
之
禮
、
故

奸
罪
、

夫
從
非
其
婦
、
詎
不
亦
悖
婚
配
之
禮
、
而

奸
罪
哉
（
前
掲
『
七
克
』

卷
之
六
、二
十
三
葉
裏
）。

妻
は
夫
と
対
等
関
係
に
あ
る
。
妾
は
夫
に
と
っ
て
対
等
な
関
係
に
あ
る

女
性
で
は
な
く
、
夫
に
隷
属
し
夫
に
仕
え
る
女
性
で
あ
る
。
他
方
、
夫
は

妾
の
主
人
で
あ
る
。
従
っ
て
、
夫
婦
の
関
係
は
対
等
な
立
場
に
あ
る
夫
と

妻
と
の
間
に
結
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
夫
と
そ
の
従
属

関
係
に
あ
る
妾
と
の
間
に
結
ば
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
妾
は
夫
婦
の

関
係
か
ら
絶
対
的
に
排
除
さ
れ
る
べ
き
存
在
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
前
掲
諸
橋
『
支
那
の
家
族
制
』（
大
修
館
書
店
）
で
は
、

「
婚
姻
篇
」
第
八
節
「
附　

婦
人
の
地
位
」「
二　

夫
に
對
す
る
妻
の
地
位
」

の
中
で
、「
說
文
で
は
妻
と
言
ふ
文
字
を
說
明
し
て
『
妻
は
齊
也
』
妻
は

己
と
齊
し
き
也
。
と
言
っ
て
ゐ
る
。
此
の
點
に
就
い
て
は
夫
妻
の
間
に
尊

卑
の
別
の
な
い
様
に
見
え
る
。」（
六
十
二
頁
）
と
あ
る
。『
説
文
解
字
』

卷
十
二
下
の
「
妻
」
の
項
に
は
、「
婦
、
與
夫
齊

0

0

0

者
也
。」（
班
吉
慶
他
點

校
『
説
文
解
字
校
訂
本
』
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
第
二
版
、
三
六
一

頁
）
と
あ
る
。『
七
克
』
の
中
の
「
妻
者
、
齊
也
」
と
い
う
語
句
は
こ
れ

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
の「
イ　

稱
謂
」と
い
う
項
で
、「
禮
記
の
曲
禮
を
讀
ん
で
見
る
と『
天
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子
に
は
后
と
言
ひ
。
諸
候
に
は
夫
人
と
言
ひ
、
大
夫
に
は
孺
人
と
言
ひ
、

士
に
は
婦
人
と
言
ひ
、
庶
人
に
は
妻
と
言
ふ
』
と
出
て
ゐ
る
。
卽
ち
妻
と

言
ふ
の
は
身
分
の
な
い
庶
人
の
ツ
マ
を
の
み
妻
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
支
那

0

0

上
代
に
於
て
は

0

0

0

0

0

0

、
身
分
な
き
庶
人
は
輕
視

0

0

0

0

0

0

0

0

0

さ
れ
て
ゐ
た
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
輕
視

0

0

0

さ
れ
た
庶
人
の
夫
婦
間
に
は
尊
卑
の
差
別
は
不
必
要
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。そ
こ
で

0

0

0

『
妻0

は
齊
な
り

0

0

0

0

』
と
し
た

0

0

0

の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
夫
婦
同
等
の
思
想
は
、
庶

人
以
外
の
他
の
階
級
に
は
通
じ
な
い
。」（
六
十
二
頁
〜
六
十
三
頁
）
と
述

べ
る
。
実
際
、『
礼
記
』「
曲
禮
下
卷
二
」
に
は
、「
天
子
之
妃
曰
『
后
』、

諸
候
曰　
『
夫
人
』、
大
夫
曰
『
孺
人
』、
士
曰
『
婦
人
』、
庶
人
曰
『
妻
』

0

0

0

 

0

 

。」

（
前
掲『
礼
記
正
義
』〔「
十
二
經
注
疏　

整
理
本
」第
十
二
冊
、一
七
一
頁
〕）

と
あ
る
。
し
か
も
こ
の
直
後
に
、「
公
、
候
有
夫
人
、
有
世
婦
、
有
妻
、

有
妾
。」（
同
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
男
性
が
高
い
封
建
的
身
分
を
有
す
れ

ば
、
複
数
の
女
性
と
正
式
な
或
い
は
擬
似
的
な
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が

出
来
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
複
数
の
女
性
と
婚

姻
関
係
を
有
す
る
男
性
は
身
分
が
高
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、ま
た
、

こ
れ
ら
複
数
の
女
性
の
間
に
は
序
列
が
想
定
さ
れ
得
る
こ
と
を
考
え
合
わ

せ
れ
ば
、
女
性
が
男
性
と
の
間
に
対
等
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
な
ど
は
原
理

的
に
不
可
能
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
『
七
克
』
は
封
建
的
身
分
制
社
会
の
中
で
男
性
と
同
様
に
序

列
化
さ
れ
た
明
末
中
国
の
女
性
の
置
か
れ
た
状
態
の
差
異
を
言
わ
ば
捨
象

す
る
形
で
、
夫
と
等
し
い
立
場
に
あ
る
と
さ
れ
る
庶
民
身
分
の
「
妻
」
を

取
り
上
げ
て
、
そ
の
状
態
を
上
位
身
分
の
既
婚
女
性
に
も
当
て
は
め
、
こ

れ
を
既
婚
女
性
に
一
般
化
し
て
議
論
を
展
開
す
る
。
そ
の
う
え
で『
七
克
』

は
聖
書
に
基
づ
い
て
妻
の
主
は
夫
で
あ
り
、
夫
の
主
は
妻
で
あ
る
と
述
べ

る
。
そ
の
箇
所
は
新
約
聖
書
の
「
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙　

一
」
七

章
四
節
の
「
妻
は
自
分
の
体
を
意
の
ま
ま
に
す
る
権
利

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
持
た
ず
、
夫
が

そ
れ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
夫
も
自
分
の
体
を
意
の
ま
ま
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
権
利

0

0

0

0

を
持
た
ず
、
妻
が
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。」
と
い
う
文

で
あ
ろ
う
。

ヴ
ル
ガ
タ
の
該
当
箇
所
は
、“M

ulier sui corporis potestatem
 non 

habet, sed vir. Sim
iliter autem

 et vir sui corporis potestatem
 non 

habet, sed m
ulier.”

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
議
論
は‘sui corporis 

potestas’ 

す
な
わ
ち
「
彼
或
い
は
彼
女
自
身
の
体
へ
の
支
配
権
」
と
で
も

言
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
も
の
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。

こ
の
箇
所
は
中
国
語
訳
聖
書
で
は
、
代
表
訳
が
「
婦
不
得
自
主
其
身

0

0

、

惟
夫
主
之
、
夫
亦
然
。」、
Ｂ
Ｃ
訳
が
「
妻
不
得
自
主
其
身

0

0

、
乃
夫
主
之
。

夫
亦
不
得
自
主
其
身

0

0

、
乃
妻
主
之
。」、U

nion Version 

が
「
妻
子
沒
有
權

柄
主
張
自
己
的
身
子

0

0

0

0

0

、乃
在
丈
夫
。
丈
夫
也
沒
有
權
柄
主
張
自
己
的
身
子

0

0

0

0

0

、

乃
在
妻
子
。」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち ‘sui corporis’ 

に
当
た
る
箇
所
は
、
代
表
訳
が
「
其
身
」、
Ｂ

Ｃ
訳
が
「
其
身
」、Union Version

が
「
自
己
的
身
子
」
で
あ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
『
七
克
』
の
文
で
は
「
自
身
」
が
対
応
す
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
『
七
克
』
の
場
合
、
他
の
訳
ほ
ど
指
し
示
す
対

象
の
肉
体
性
が
充
分
に
言
い
表
わ
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、『
七
克
』
の
中
の
「
婦
不
爲
自
身
之
主
、
夫
爲
其
主
。

夫
亦
不
爲
自
身
之
主
、
婦
爲
其
主
。」
と
い
う
文
は
、
夫
と
妻
が
互
い
に
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相
手
の
主
で
あ
る
と
い
う
男
女
間
の
平
等
な
関
係
を
主
張
し
て
い
て
、
封

建
的
身
分
制
社
会
の
中
に
あ
っ
て
不
平
等
な
男
女
の
関
係
を
強
い
ら
れ
た

明
末
中
国
の
社
会
に
生
き
た
知
識
人
に
と
っ
て
自
ら
の
人
倫
秩
序
思
想
の

土
台
を
揺
る
が
し
得
る
も
の
に
映
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

或
曰
、
此
理
實
正
。
第
妻
齊
妾
接

0

0

0

0

、
我
國
古
人
多
行
之

0

0

0

0

0

0

0

。
我
踐
其
故

轍
、
亦
可
乎
。
余
白
、
中
國

0

0

所0

稱
聖
賢

0

0

0

、
縱0

有
多
娶
者

0

0

0

0

、
亦
非
中
國

0

0

0

所0

聖0

賢0

、
所0

以0

爲0

聖0

賢
也

0

0

。
置
其
所
由
稱
聖
賢
之
德
業
、
而
特
稱
其

多
娶
、
斯
果

聖
賢
之
行
耶
、
抑
飾
爾
恣
欲
之

耶
。
中
土
所
聖
賢
、

而
娶
一
婦
者
、
亦
多
其
人
。
盍
視
此
之
貞
、
以

爾
貞
而
獨
視
彼
之

多
、
以
增
慾
乎
（
前
掲
『
七
克
』
卷
之
六
、二
十
六
葉
表
）。

中
国
の
聖
賢
の
中
に
も
妻
以
外
の
女
性
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
例
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
彼
ら
が
聖
賢
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
は
道
徳
的
に
卓
越
し

て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
複
数
の
女
性
と
婚
姻
関
係
を
有
す
る
か
ら
で
は

な
い
。
聖
賢
で
あ
る
こ
と
と
本
質
的
に
無
関
係
で
あ
る
と
こ
ろ
の
事
例
を

引
き
出
し
て
、
自
分
自
身
が
妻
以
外
の
女
性
と
婚
姻
関
係
を
持
つ
こ
と
は

道
徳
的
に
肯
定
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
七
克
』
文
中
「
妻
齊
妾
接
」
の
後
半
部
の
「
妾
接
」
も
ま
た
『
説
文
』

に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
掲『
説
文
解
字
校
訂
本
』卷
三
下
に
は「
妾
」

の
項
が
掲
げ
ら
れ
、「
有

女
子
、
給
事
之
得
接
於
君

0

0

0

者
。
…
…
〈
春
秋
〉

云
‥
『
女

人
妾
。』
妾
不
娉
也
。」（
七
十
三
頁
〜
七
十
四
頁
）
と
あ
る
。

尾
崎
雄
二
郎
編
著
『
訓
讀　

說
文
解
字
注　

石
冊
』（
東
海
大
学
出
版
会
、

一
九
八
六
年
）
に
お
い
て
、「
妾
」
に
つ
い
て
詳
細
な
譯
注
が
施
さ
れ
て

い
る
（
二
一
六
頁
〜
二
一
八
頁
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
妾
は
も
と
も
と
隷

属
的
身
分
に
置
か
れ
て
い
た
社
会
的
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま

り
妾
は
原
理
的
に
夫
と
対
等
の
地
位
に
立
つ
こ
と
の
可
能
性
を
否
定
さ
れ

た
女
性
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

陳
顧
遠
『
中
國
婚
姻
史
』（
商
務
印
書
館
、一
九
三
六
年
）
第
二
章
「
婚

姻
人
數
」
三
「
一
夫
多
妻
制
之
演
變
」（
丙
）「
貴
妾
及
賤
妾
」
で
は
『
釈

名
』
や
『
彙
苑
』
か
ら
の
用
例
を
挙
げ
、「
妾
」
と
い
う
名
で
表
わ
さ
れ

る
も
の
が
犯
罪
、売
買
、私
奔
よ
り
成
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
六
十
二

頁
）。
こ
れ
ら
は
「
妾
」
と
い
う
語
で
表
さ
れ
る
女
性
が
発
生
論
的
に
男

性
と
対
等
な
立
場
に
立
ち
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

従
っ
て
、「
妾
」
が
中
国
に
お
い
て
古
典
に
根
拠
を
置
く
社
会
的
に
認

め
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
夫
婦
間
の
対
等
な
関
係
を
原
理
に

据
え
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
立
場
に
立
て
ば
、「
妾
」
の
存
在
は
全
否
定
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

或
曰
、
人
有
子
、
娶
二
婦
、

罪
不
免
矣
。
若
正
妻
無
子

0

0

0

0

0

、
將
恐
滅

0

0

0

祀
不
孝

0

0

0

、
爲0

求
後
而
再
娶

0

0

0

0

0

、
似
未
悖

0

0

0

也
。
曰
、
否
。
…
…
…
…
夫
真

德
萬
端
、
皆
自
相
結
和
、
不
得
相
反
、
因
守
貞

0

0

0

德0

而0

0

不
孝
之
罪

0

0

0

0

、

必
無
之
理
也

0

0

0

0

0

。
今
人
不
守
貞
、
豈
爲
求
孝
、
正
惟
德
力
不
足
守
貞
、

故
竊
孝
名
、以
飾

心
、假
不
孝
罪
、以
辭
恣
慾
之
罪
。
况
人

得
子
、

未
必
是
福
。
因
不
肖
子
而

於
禍
且
覆
宗
者
、
何
可
勝

。
…
…
且

子
之
有
無
、
不
徵
爾
之
善
惡
、
亦
非
爾
不
能
免
之
物
也
。
得
子

0

0

、
猶0

得
財

0

0

、
得
命

0

0

、
世0

福0

而0

已0

。
以
正

0

0

道0

得
之

0

0

、
乃
善
美

0

0

0

、
而0

爲0

我
榮
也

0

0

0

。

以
邪

0

0

道0

强0

得
之

0

0

、
正0

爲0

我
辱
焉

0

0

0

。
語
曰
、
不
可
爲
小
惡
以
成
大
善
。
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矧
因
得
子
之
小

、

慾
之
大
罪
哉
（
同
書
同
卷
、二
十
五
葉
表
裏
）。

正
妻
に
子
が
い
な
け
れ
ば
、
祖
先
祭
祀
の
主
管
者
が
い
な
く
な
り
、
祭

祀
が
絶
え
る
こ
と
に
な
る
。
不
孝
の
罪
を
負
わ
な
い
た
め
に
、
夫
が
妻
以

外
の
女
性
と
婚
姻
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
問
い
が
生
ず
る
。
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
子
を
得
る
こ
と
は
財
産
を

得
る
こ
と
と
は
異
な
る
、
子
は
妻
と
の
関
係
に
よ
っ
て
得
る
の
が
道
徳
的

に
正
し
い
あ
り
方
で
あ
る
、
そ
れ
以
外
は
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
て
正
し
い
道
か
ら
外
れ
る
、
妻
と
の
関
係
を
通
し
て
子
が
得
ら
れ
な

く
と
も
そ
れ
は
不
孝
に
は
な
り
得
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

『
七
克
』
で
は
儒
教
の
教
義
体
系
に
お
い
て
絶
対
的
位
置
を
占
め
る
祖

先
祭
祀
が
後
景
に
押
し
や
ら
れ
一
対
一
の
夫
婦
の
関
係
が
前
景
に
押
し
出

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
夫
婦
は
家
制
度
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
手
段

と
し
て
の
従
属
的
な
単
位
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
至
高
の
人
格
的
存
在
に

共
に
仕
え
る
た
め
の
人
格
的
な
結
び
つ
き
で
あ
り
、
子
の
有
無
は
そ
う
し

た
目
的
の
実
現
に
と
っ
て
付
随
的
な
こ
と
が
ら
に
属
す
る
こ
と
を
訴
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

中
島
み
ど
り
の
『
列
女
伝
３
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
）
に
附
さ
れ
た
「
解

説
」
に
よ
れ
ば
、「
具
体
的
に
は
『
男
女
に
は
別
が
あ
る
』
と
い
う
表
現

で
表
わ
さ
れ
る
、
性
に
よ
る
社
会
的
住
み
分
け
（
領
域
区
分
）、
性
別
役

割
分
業
が
基
本
で
あ
っ
て
、
儒
家
た
ち
は
こ
れ
が
『
礼
の
大
本
』
つ
ま
り

社
会
規
範
と
秩
序
に
と
っ
て
網
領
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。こ
れ
は
、

先
史
時
代
以
来
の
社
会
慣
習
か
ら
生
ま
れ
て
い
て
、
本
来
は
価
値
的
に
は

中
立
的
な
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
住
み
分
け
や
役
割

分
業
が
、『
男
は
外
を
治
め
、
女
は
内
を
治
め
る
』
と
表
現
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
段
階
で
は
、
す
で
に
階
層
社
会
が
始
ま
っ
て
久
し
く
、『
外
』

は
共
同
体
の
公
的
領
域
を
意
味
し
、
そ
の
意
志
決
定
に
参
加
で
き
る
こ
と

は
、
そ
の
ま
ま
価
値
的
に
上
位
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。」（
三
〇
七
頁
―
三
〇
八
頁
）
あ
る
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
歴
史

的
に
女
性
は
男
性
に
対
し
て
差
別
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
女
性
差
別
の

体
系
が
儒
教
と
し
て
形
を
な
し
た
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

陳
東
原
『
中
國
婦
女
生
活
史
』（
臺
灣
商
務
印
書
館
、一
九
三
七
年
初
版
、

一
九
九
七
年
臺
一
版
）
第
七
章
「
元
明
的
婦
女
生
活
」「
六
『
妻
不
如
妾
』

與
妾
的
情
形
」
に
よ
れ
ば
、
明
代
で
は
庶
民
は
四
十
以
上
で
子
が
な
い
者

の
み
が
妾
を
得
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
（
二
〇
七
頁
）
と
あ
る
。
果
た
し

て
『
明
律
』「
戸
律
三
」「
婚
姻
」「
妻
妾
失
序
」
に
は
、「
其
民
年
四
十
以

上
無
子
者
、
方
許
娶
妾
。」（
懷
效
鋒
點
校
『
大
明
律
』
遼
瀋
書
社
、

一
九
九
〇
年
、
五
十
八
頁
）
と
記
す
。
女
性
差
別
の
上
に
男
性
の
側
の
差

別
が
重
層
的
に
重
な
っ
て
差
別
の
体
系
と
し
て
の
儒
教
が
成
立
し
て
行
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

明
末
中
国
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
伝
え
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣

教
師
は
男
女
の
関
係
に
つ
い
て
の
中
国
の
社
会
規
範
に
対
し
て
さ
ぞ
か
し

当
惑
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
七
克
』
の
著
者
パ
ン
ト
ー
ハ
は
差
別
の
体

系
の
中
に
縛
り
つ
け
ら
れ
た
明
未
中
国
の
男
性
と
女
性
の
双
方
に
そ
こ
か

ら
解
放
す
る
新
た
な
規
範
を
呈
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
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『
七
克
』
で
は
一
夫
一
婦
制
の
正
当
性
が
一
貫
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
し

か
し
そ
れ
よ
り
も
独
身
が
優
越
す
る
も
の
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
と

い
う
の
も
独
身
を
持
し
て
初
め
て
人
は
男
女
間
の
情
欲
か
ら
解
放
さ
れ
専

心
神
に
仕
え
る
態
勢
が
整
え
ら
れ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二

つ
の
こ
と
を
通
し
て
訴
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
唯
一
な
る
主
な
る
神
様

を
す
べ
て
に
ま
さ
っ
て
敬
い
尊
び
な
さ
い
。」
と
訳
し
得
る
第
一
戒
「
欽
崇

一
天
主
萬
物
之
上
。」
に
関
わ
る
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
（
続
）。

〔
追
記
〕

前
稿
「
訳
者
補
足　

続
の
三
」
の
中
で
『
七
克
』（
巻
之
五
、二
十
一
葉

表
）
に
い
わ
ゆ
る
「
溺
女
」
に
関
す
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

触
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
矢
沢
利
彦
『
西
洋
人
の
見
た
十
六
〜
十
八
世
紀
の

中
国
女
性
』（
東
方
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
第
一
部
「
社
会
か
ら
隔
離
さ

れ
た
女
性
た
ち
」「
十
女
性
に
関
連
し
た
変
わ
っ
た
習
俗
」
の
中
に
記
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
ダ
ン
ト
ル
コ
ル
の
一
七
二
〇
年
十
月

十
九
日
付
書
簡
の
記
述
に
基
づ
く
（
矢
沢
利
彦
編
訳
『
イ
エ
ズ
ス
会
士
中

国
書
簡
集
４
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
五
十
八
頁
。 Lettres édifi antes et 

curieuses écrites des m
issions étrangères, Lyon, Tom

e D
ixièm

e, p.348

フ
ラ
ン
ス
語
の
同
書
は
愛
知
大
学
豊
橋
図
書
館
所
蔵
竹
村
文
庫
に
所

収
）。
こ
れ
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
た
ち
が
中
国
で
の
実
地
の
生
活
を

通
し
て
知
り
得
た
こ
と
が
ら
の
中
に
「
溺
女
」
の
悲
劇
が
あ
っ
た
こ
と
を

物
語
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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